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令和４年度 中学校国語科授業づくり研修会

全国学力・学習状況調査を活用した授業づくりについて
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全国学力・学習状況調査の結果から見られる
本県の課題を踏まえた授業づくり

「話すこと・聞くこと」 スピーチをする

「書くこと」 意見文を書く



授業アイディア例１ スピーチをする
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学習指導要領における内容
〔第１学年〕 知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 ア
     音声の働きや仕組みについて，理解を深めること。
〔第１学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと ウ

  相手の反応を踏まえながら，自分の考えが分かりやすく伝わるように
  表現を工夫すること。

〔知識及び技能〕に示されている事項は，国語で理解したり表現したりする様々
な場面で生きて働くものとして身に付けるために，〔思考力，判断力，表現力等〕
に示されている事項の指導を通して指導することを基本としている。

〔知識及び技能〕と〔思考力，判断力，表現力等〕は，互いに関連し合いながら育
成される必要がある。

授業アイディア例１ スピーチをする （第１学年）
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学習の流れ

①学習の見通しをもつ。

②スピーチの内容を考える。

③各自で実際にスピーチを行い，その様子を動画に記録する。

④教師が提示したスピーチの内容を基に，表現の工夫について考える。

⑤考えた工夫とその意図を伝え合い，実際に声に出して試しながら交流する。

⑥③で録画した自分のスピーチを見直しながら，表現の工夫を考える。

⑦グループでスピーチを聞き合い，表現の工夫によって自分の考えが分かり

やすく伝わったかを確かめる。

⑧学習を振り返る。

参考「令和４年度 授業アイディア例」



授業アイディア例１ スピーチをする
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「最近気になったこと」について，自分の考えが聞き

手に分かりやすく伝わるように工夫してスピーチをす

る学習をします。まずは，自分が話す内容を決め，実際

にスピーチをしてみましょう。次に，スピーチをする上

での工夫についてみんなで考え，自分のスピーチに生

かしましょう。

第１時 ① 学習の見通しをもつ。

② スピーチの内容を考える。

③   各自で実際にスピーチを行い，その様子を動画
に記録する。（ＩＣＴの活用）

授業アイディア例１ スピーチをする

自分だったらどこをどのように工夫するのかを，書き

加えましょう。その際，どうしてそのように工夫するのか，

その意図についても明確にしておきましょう。

第２時 ④ 教師が提示したスピーチの内容を基に，表現の
  工夫について考える。

工夫の仕方
使う言葉の工夫

語句の選択 言葉遣い 問いかける表現 呼びかける表現 区切り 等
音声の工夫

抑揚 強弱 音量 速度（緩急） 間の取り方 等
振る舞い等に関わる工夫

身振り 視線 表情 姿勢 等
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授業アイディア１ スピーチをする

第２時 ⑤ 考えた工夫とその意図を伝え合い，実際に声に
出して試しながら交流する。

⑥ ③で録画した自分のスピーチを見直しながら，
表現の工夫を考える。

・スピーチの目的の確認
・自分が最も伝えたいことの明確化
・工夫すべき部分
・工夫の仕方
・工夫する意図
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授業アイディア例１ スピーチをする

第３時 ⑦ グループでスピーチを聞き合い，表現の工夫に
よって自分の考えが分かりやすく伝わったかを確
かめる。

⑧ 学習を振り返る。

（参考）小学校 第３学年及び第４学年
 〔知識及び技能〕（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 イ

相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方
などに注意して話すこと。

小学校で学習した知識や技能を，中学校の学習の中で目的や状況に応じて試行
錯誤しながら使うことにより，生きて働くものとして習得される。
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表現の工夫について考える活動の例

・小学校から学習してきた話し方の工夫について想起し，
  相手の反応を踏まえて話すにはどのようなことに気を付
  ければよいかを確認する。

・スピーチのモデルを見て，気付いたことを交流する。

等

授業アイディア例１ スピーチをする

授業アイディア例２ 意見文を書く （第２学年）
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学習の流れ

①学習の見通しをもつ。

②教師が提示した意見文を読み，よい点や改善点について気付いた

ことを，各自でノートに書く。

③②で書いた内容について，グループで交流する。

④前時で交流したことを踏まえて，各自で意見文を書く。

⑤書いた意見文について，書く際に工夫した点を，各自でノートにま

とめる。

⑥各自で意見文を推敲する。

⑦学習を振り返る。

参考「令和３年度 授業アイディア例」



授業アイディア例２ 意見文を書く
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第１時 ① 学習の見通しをもつ。

  「言葉の使い方」というテーマで意見文を書き，読み

手の立場に立って，文章を整える学習をします。まず

は，これから提示する意見を読み，よい点や改善点に

ついて考えてみましょう。

学習指導要領における内容
〔第１学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｂ 書くこと エ

読み手の立場に立って，表記や語句の用法，叙述の仕方などを
確かめて，文章を整えること。

〔第２学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｂ 書くこと エ
読み手の立場に立って，表現の効果などを確かめて，文章を整える

こと。

授業アイディア例２ 意見文を書く
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第１時 ② 教師が提示した意見文を読み，よい点や改善
点について気付いたことを，各自でノートに書く。

  

   気付いたことを書く際には，印象や感想だけでなく，文章のど

の部分のことなのかが分かるようにしましょう。また，書き手の

意図や，読み手に与える効果についても考えましょう。

推敲する際の観点の例
①表記や語句の用法について

文字や表記が正しいか，漢字と仮名の使い分け，語句の選び方が適切かなど。
②叙述の仕方について

文や段落の長さ，文や段落の役割，段落の順序，語順が適切かなど。
③表現の効果について

説明や具体例，描写などの表現が，自分の考えを明確に伝えるために機能し
ているかなど。
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教
師
が
提
示
す
る
意
見
文

１

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
を
活
用

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
文
字
を
通
し
た
や
り
と
り
を
す
る
機
会

が
増
え
て
き
て
い
る
。
私
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
や
り
と
り
を
す
る
際
は
、
相

手
に
ど
う
伝
わ
る
か
を
よ
く
考
え
な
が
ら
言
葉
を
選
ん
で
使
う
べ

き
だ
と
思
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
少
な
い
文
字
数
で
自
分
の
思
い
や
考
え
を

表
現
す
る
こ
と
が
多
く
、
相
手
に
伝
え
た
い
こ
と
が
正
し
く
伝
わ
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。

２

以
前
、
私
は
次
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
、
み
ん
な

で
待
ち
合
わ
せ
の
相
談
を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の

友
達
に
対
し
て
、
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
ま
で
の
交
通
手
段
を
尋
ね

る
つ
も
り
で「
何
で
来
る
の
。
」
と
書
い
た
と
こ
ろ
、「
ど
う
し
て
行
っ

て
は
だ
め
な
の
。
」
と
い
う
返
信
が
来
て
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
友
達
は
、
私
の
言
葉
を
「
な
ぜ
来
る
の
か
。
」
と
い
う
意

味
で
捉
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
と
き
私
が
、
友
達
に
誤
解
を
与

え
な
い
よ
う
に
て
い
ね
い
に
書
い
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

３

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
友
達
同
士
で
あ
れ
ば
短
い
言
葉
で
も
十
分
に

意
思
疎
通
が
図
れ
る
と
考
え
た
り
、
短
い
言
葉
で
や
り
と
り
が
で
き

る
手
軽
さ
こ
そ
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
よ
さ
だ
と
考
え
た
り
す
る
人
も
い
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
伝
え
た
い
こ
と
が
正
し
く
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
、
私
が

経
験
し
た
よ
う
に
相
手
に
誤
解
を
与
え
、
不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
。

４

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
自
分
の
思
い
や
考
え
を
表
現
す
る
場
合
に
は
、
内
容
を

相
手
に
正
し
く
伝
え
る
た
め
に
、
言
葉
を
十
分
に
吟
味
し
て
使
う
こ

と
が
大
切
だ
。
少
な
く
と
も
あ
の
経
験
以
来
、
私
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

て
や
り
と
り
を
す
る
際
に
は
、
自
分
が
書
い
た
言
葉
を
必
ず
読
み
返

し
て
か
ら
発
信
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

授業アイディア例２ 意見文を書く
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第１時 ③ ②で書いた内容について，グループで交流する。

第１段落の最後の文に「からだ」を付けて，「ＳＮＳは少ない文字数で自分の思いや
考えを表現することが多く，相手に伝えたいことが正しく伝わらないことがあるから
だ。」とした方がよいと思います。そうすることで，直前の文で述べている「私は，Ｓ
ＮＳでやりとりをする際は，相手にどう伝わるかをよく考えながら言葉を選んで使う
べきだと思う。」という意見の根拠であることが明確になります。

第２段落には，第１段落で述べている意見の根拠となる具体例が書かれています
が，最後の「誤解を与えないようにていねいに書いていれば」という部分が分かりづ
らいと感じました。読み手にとっては，どのように書いていればよかったのかが書い
てあった方が，書き手の意見に納得しやすいと思います。

書き手は，第３段落で，「皆さんの中には，」という書き出しで，予想される反論
（ＳＮＳのよさ）と反論に対する意見を述べていて，説得力が感じられます。

第４段落には，書き手自身が取り組んでいることが書かれていて，「内容を相手に
正しく伝えるために，言葉を十分に吟味して使うこと」が大切という意見に共感でき
ました。私も，ＳＮＳを活用するときには，言葉の使い方に気をつけたいと思います。



授業アイディア例２ 意見文を書く
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第２時，第３時
④ ③で交流したことを踏まえて，「言葉の使い方」をテーマ

に，各自で400～800字の意見文を書く。
⑤ ④で書いた意見文について，書く際に工夫した点を，各

自でノートにまとめる。

第4時
⑥ 各自で意見文を推敲する。
⑦ 学習を振り返る。

表記や語句の用法，叙
述の仕方，表現の効果
などについて，どのよう
な工夫をしたのかを具
体的に書けているか
な。
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教
師
が
提
示
す
る
意
見
文
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Ｎ
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し
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に

相
手
に
誤
解
を
与
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、
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う
こ
と
も
あ
る
の

だ
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だ
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、
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で
自
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の
思
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や

考
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を
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す
る
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に
は
、
内
容

を
相
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た
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、

言
葉
を
十
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味
し
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使
う
こ
と

が
大
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だ
。

授業アイディア例２ 意見文を書く

意見文の提示の仕方について

二つの意見文を提示し，比較する。
  （よい点や改善点が分かりやすくなる。）



授業アイディア例２ 意見文を書く
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Ａの意見文では，ＳＮＳの後に「ソーシャルネットワーキングサービス」という正式
な名称が入っています。ＳＮＳという言葉は，よく使われている言葉なので分からな
い人はいないと思いますが，使う言葉によっては，略さない方がよいこともあります。
だから，１回目に出てくるときには，正式な名称を入れた方がよいと思います。

どちらも，第２段落に具体例があってよいと思います。Ａの意見文のように，どん
な誤解が起きたのかまで詳しく書くと，状況がより分かりやすくなると思います。

Ａの意見文には，第１段落にＳＮＳの一般的なデメリットが書かれているので，よい
と思います。そして，第３段落でＳＮＳのメリットも書かれているので，ＳＮＳのよさを
実感している人も納得できる，説得力のある文章になっていると思います。

第４段落には，ＳＮＳで自分の思いや考えを表現する場合に，どのようなことに気
をつけるか，具体的に書かれていてよいと思います。

二つの意見文を比較して気付いたことを，グループで交流する。

先に示した意見文をＡ，後に示した意見文をＢとする。

18

授業アイディア例２ 意見文を書く

意見文の提示の仕方について

二つの意見文を提示し，比較する。
（よい点や改善点が分かりやすくなる。）

・文章量の多い意見文と少ない意見文
・どちらの意見文にも，よい点と改善点があるもの
・一つはよい点ばかりで，もう一つは改善点ばかりの意見文 等

生徒の実態に合ったものを用意すること



授業アイディア例２ 意見文を書く
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他学年で，別の指導事項を指導する例

学習指導要領における内容
〔第１学年〕 知識及び技能 （２）情報の扱い方に関する事項 イ

比較や分類，関係付けなどの情報の整理の仕方，引用の仕方や
出典の示し方について理解を深め，それらを使うこと。

〔第１学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｂ 書くこと ウ
根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように
工夫すること。

授業アイディア例２ 意見文を書く
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他学年で，別の指導事項を指導する例

学習の流れ

①学習の見通しをもつ。

②教師が提示した意見文を読み，考えの根拠が明確になるように工夫

している点を，各自でノートに書く。

③②で書いた内容について，グループで交流する。

④前時で交流したことを踏まえて，各自で意見文を書く。

⑤学習を振り返る。

（参考）小学校 第３学年及び第４学年
〔知識及び技能〕（２）情報の扱い方に関する事項 イ

比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の
示し方，辞書や事典の使い方を理解し使うこと。

※ 考えの根拠が明確になるように資料から情報を引用して書いた意見文
を読むことで，引用する際の留意点を確認させる。



授業アイディア例２ 意見文を書く
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本単元におけるＩＣＴ活用の例

・教師が提示した意見文を用いて交流する場面。
・各自で意見文を書いて，推敲する場面。 等

※ＩＣＴを活用した「Ｂ 書くこと」の学習については，「『指
導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資
料」の第３編 事例２ も参考になる。
単元名「投書を書こう ～多様な読み手を想定して文章

全体を整える～ 第３学年 Ｂ書くこと」

ＩＣＴ活用の効果をより高めるためには，授業のどの場面，どのタイミングで使
用するかを検討することが大切！ＩＣＴ活用はあくまで手段！

学習の見通し・振り返りについて

22

【見通し】のポイント
「何を学ぶのか」「なぜ学ぶのか」「どのように学ぶのか」を，
生徒が理解することが大切

※ 授業の始めには，めあてを提示し，問題解決への意欲を

高めよう。

【振り返り】のポイント
自己評価（生徒自身の言葉で記述）
※ 授業（単元）の終わりには，めあてに対応した振り返りの時

間を確保しよう。
生徒の「振り返り」を吟味し，教師自身の指導を振り返り，

次時の指導に生かそう。 「指導と評価の一体化」

学力向上に向けた授業力の改善・充実を図るためには，「見通し・振り返り」活
動が大変有効である！

学力向上のための授業改善



学力向上のための授業改善
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改善のポイント

①基礎・基本を定着させるため，既習事項を活用する場面を設定する。

②学びに対する興味・関心を高める工夫をする。〔主体性を育む。〕

○日常生活から題材を探す等，実生活と関連させる。

○どの指導事項の定着に課題があるのかを明らかにして，指導計画等

に反映させる。

○ＩＣＴの利用等により，考えを共有させる。

○分かりやすい板書や学びの蓄積となるノートの指導の工夫をする。

③言葉による見方・考え方を意識した授業展開を考える。

④指導事項が身に付くような効果的な言語活動を設定する。

⑤振り返りを重視する。

○めあてとの関連を意識した，書くことによる振り返りをさせる。

○自身の授業を振り返り，次の指導に生かす。

○「努力を要する」状況の生徒への手立てを考える。

24

徳島県学力ステップアップテストの
結果・分析について

「令和４年度学力向上推進員研修会資料」より



令和４年度（４月）徳島県学力ステップアップテスト結果（中学校国語）

【中学１年生】平均正答率・領域別正答率（％）

（ ）は無答率

全体正答率 知識・技能 話すこと
聞くこと

書くこと 読むこと

６４．９
（４．５）

７６．３
（２．１）

８１．８
（０．７）

３７．８
（１３．８）

５６．７
（６．１）

【中学２年生】平均正答率・領域別正答率（％）

全体正答率 知識・技能 話すこと
聞くこと

書くこと 読むこと

４７．８
（８．０）

３８．１
（１４．１）

６０．５
（２．５）

３９．５
（１０．３）

５０．０
（５．８）

（ ）は無答率
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0.0
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60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

令和４年度 ステップアップテスト（設問別正答率） 中１

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等

 

記
述
式
問
題

１ ４ ５２ ３

資
料
を
適
切
に
活
用
す
る

４１．７％

必
要
な
情
報
を
読
み
取
る

３６．２％
４０．９％

３１．２％

４５．８％

複数の資料をもと
に，要約して書く

情報を整理して書く

自分の考えを書く

26



４⃣

一

資
料
と
図
を
見
比
べ
な
が
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取
る
。

図

資
料

【
葉
山
さ
ん
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
】
の「
紀
伊
水
道
が
引
き
潮
に
な
っ

た
と
き
の
海
水
の
動
き
」
の

Ａ

か
ら

Ｄ

に
当
て
は

ま
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
な

さ
い
。

正答率 ４０．９
無答率 １．０

１

Ａ

満
ち
潮

Ｂ

引
き
潮

Ｃ

速
い
流
れ

Ｄ

お
そ
い
流
れ

２ 

Ａ 

満
ち
潮 

 

Ｂ 

引
き
潮 

 

Ｃ 

お
そ
い
流
れ 

  

Ｄ 

速
い
流
れ

３

Ａ

引
き
潮

Ｂ

満
ち
潮

Ｃ

速
い
流
れ

Ｄ

お
そ
い
流
れ

４

Ａ

引
き
潮

Ｂ

満
ち
潮

Ｃ

お
そ
い
流
れ

Ｄ

速
い
流
れ

27
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４⃣

二

課
題
解
決
の
た
め
に
資
料
を
適
切
に
活
用
す
る
。

正答率 ４１．７
無答率 １．７

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
問
い
に
つ
い
て
、

【
葉
山
さ
ん
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
】
か
ら
答
え
が
分
か
る
も
の
は
Ａ
、

【
川
原
さ
ん
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
】
か
ら
答
え
が
分
か
る
も
の
は
Ｂ
、

ど
ち
ら
か
ら
も
分
か
ら
な
い
も
の
は
Ｃ

の
い
ず
れ
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。
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問
い
１

大
潮
は
、
ど
う
し
て
起
こ
る
の
か
。

（
Ｂ
）

問
い
２

鳴
門
海
き
ょ
う
の
海
底
ま
で
の
深
さ
と
う
ず
潮
は
、
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
か
。

（
Ａ
）

問
い
３

鳴
門
と
あ
わ
路
島
を
結
ぶ
連
ら
く
船
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
あ
っ

た
の
か
。

答
え
は
分
か
ら
な
い
。

（
Ｃ
）

葉
山
さ
ん
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

Ａ

川
原
さ
ん
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

Ｂ

大潮について
（問い１の答え）

鳴門海きょうの特徴について
（問い２の答え）

30

４⃣

三

目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
を
資
料
か
ら
読
み
取
り
、

内
容
を
整
理
し
て
書
く
。

正答率 ３１．２
無答率 １３．６

川
原
さ
ん
は
、
作
成
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

の
部
分

を
書
く
た
め
に
、
次
の【
資
料
１
】
・【
資
料
２
】
を
読
ん
で
い
て
、
あ

る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
そ
れ
を

に
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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条
件
１

タ
カ
が
、
鳴
門
海
き
ょ
う
を
飛
行
ル
ー
ト
と
し
て
選
ぶ
理
由
を
、

 

【
資
料
１
】
・【
資
料
２
】
を
関
連
づ
け
て
書
く
こ
と
。

条
件
２
「
そ
れ
は
タ
カ
が
、
」
か
ら
書
き
始
め
、「
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
」

              

に
続
く
形
に
な
る
よ
う
に
、「
鳴
門
海
き
ょ
う
」
と
い
う
言
葉
を
用

い
て
、
三
十
五
字
以
上
、
四
十
五
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

答
え

例

（
そ
れ
は
タ
カ
が
、
）
海
路
の
短
い
鳴
門
海
き
ょ
う
を
選
ぶ
こ

と
で
、
海
上
を
飛
び
続
け
る
時
間
を
少
し
で
も
短
く
す
る
た

め
で
あ
る
（
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
）

【
資
料
１
】

地
表
が
太
陽
に
よ
っ
て
温
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
上
空
に
の
ぼ
る
気
流
が
発
生
す

る
。
タ
カ
は
、
そ
の
風
を
と
ら
え
て
、
大
き
く
円
を
描
き
な
が
ら
上
空
に
上
が
り
、

あ
る
程
度
の
高
さ
ま
で
の
ぼ
っ
た
ら
、
目
当
て
の
方
角
へ
流
れ
る
よ
う
に
飛
ん
で

い
く
。

タ
カ
に
か
ぎ
ら
ず
渡
り
鳥
は
、
海
に
出
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
勇
気
が
い
る
よ

う
で
、
た
め
ら
う
様
子
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
い
っ
た
ん
海
に
出
て
し
ま

う
と
、
飛
び
続
け
る
し
か
な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、
で
き
る
だ
け
海
路
の
短
い

ル
ー
ト
を
選
び
、
海
上
を
飛
び
続
け
る
時
間
を
短
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

令和４年度 ステップアップテスト（設問別正答率） 中２

知識及び技能

複数の資料を関連
付けて読み取る記

述
式
問
題

１ ４ ５２ ３

文
節
に
分
け
る

抱
負（
漢
字
を
書
く
）

行
書（
点
画
の
連
続
）

32

３１．４％

１１．４％

３４．１％
文
章
の
構
成
を
理
解
す
る

２５.６％

４５.９％
 発言内容の趣旨を捉える

主題の一部
を理解する1１.６％

１９.３％

思考力，判断力，表現力等
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４⃣
三

話
合
い
に
お
け
る
発
言
内
容
の
趣
旨
を
捉
え
て
書
く
。

正答率 １１．４
無答率 ５．５

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
】
を
読
ん
で
、
沢
田
さ
ん
は
働
く
こ
と

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、「
働
く
こ
と
は
、
」
か
ら

書
き
始
め
、「
こ
と
。
」
に
続
く
形
に
な
る
よ
う
に
、
十
字
以
上
、

二
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

34

原

   

食
べ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
く
ら
い
美
し
い
で
す
ね
。
で
は
、
料

          
    

  

理
人
で
あ
る
沢
田
さ
ん
に
と
っ
て
、
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
と

         

思
い
ま
す
か
。

沢
田

  

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
自
分
の
つ
く
っ
た
料
理
を
お
い
し
そ
う
に

         

食
べ
て
く
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
を
見
た
と
き
に
、
料
理
人
を
続
け  

         

て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
働
く
こ
と
で
、
だ
れ
か
の
役
に
も

         

立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
か
ら
で
す
。

原         

沢
田
さ
ん
の
料
理
を
食
べ
て
、
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る 

          

こ
と
が
、
だ
れ
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

沢
田     

は
い
。
そ
れ
と
ね
、
私
は
常
に「
こ
れ
で
満
足
」
と
は
思
わ
な
い

         

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
料
理
と
い
う
世
界
で
、
常
に
今
の

         

自
分
に
満
足
し
な
い
よ
う
に
、
自
分
を
高
め
て
い
っ
て
い
る
と
い
う

         

こ
と
な
の
で
す
。

原
さ
んイ

ン
タ
ビ
ュ
ー

沢
田
さ
ん
（
和
食
料
理
人
）

答
え

例

（
働
く
こ
と
は
、
）
だ
れ
か
の
役
に
立
ち
、
自
分
を
高
め
て
い
く

（
こ
と
。
）



35

５⃣
平
野
さ
ん
は
、
Ａ
Ｉ
に
興
味
を
も
ち
、
情
報
を
集
め
た【
資

料
】を
見
て
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
考
え
を
深
め
て
い
ま
す
。

【
資
料
】・【
平
野
さ
ん
の
ノ
ー
ト
の
一
部
】を
読
ん
で
、
あ
と

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

36

５⃣

四

複
数
の
資
料
を
関
連
付
け
て
読
み
取
り
、
適
切
に
ま
と

め
て
書
く
。

正答率 １９．３
無答率 １７．４

 

平
野
さ
ん
は
、【
平
野
さ
ん
の
ノ
ー
ト
の
一
部
】
の

 

Ｃ

で
、
①
・
②
の
新
た
な
問
い「
Ａ
Ｉ
よ
り
人
間
が
得
意
と
す
る
力

は
何
か
。
」
と
、「
人
間
は
、
今
後
Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い

け
ば
よ
い
か
。
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
資
料
を
読
ん
で
、〈
人

生
で
大
切
な
こ
と
～
人
間
ら
し
さ
～
〉
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え

を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
な
た
が
平
野
さ
ん
な
ら
、
ど
の

よ
う
に
書
き
ま
す
か
。
あ
と
の
条
件
１
・
条
件
２
に
従
っ
て
書
き

な
さ
い
。
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【
資
料
２
】

  

Ａ
Ｉ
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、
今
ま
で
人
が
行
っ
て
い
た
仕
事
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に

置
き
換
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
不
安
の
声
も
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
文
章

を
書
く
よ
う
な
、
想
像
力
を
働
か
せ
て
新
し
い
も
の
を
創
り
出
す
分
野
や
、
音

楽
や
絵
画
な
ど
感
性
を
必
要
と
す
る
仕
事
な
ど
、
創
造
性
を
必
要
と
す
る
分

野
は
引
き
続
き
人
間
で
な
け
れ
ば
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

  

こ
れ
か
ら
は
、
Ａ
Ｉ
の
普
及
を
恐
れ
る
時
代
で
は
な
く
、
Ａ
Ｉ
と
い
う
高
性
能

な
道
具
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
が
最
も
望
ま
し
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え

る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

     

Ａ
Ｉ
は
、
目
先
の
利
益
を
追
い
求
め
が
ち
の
私
た
ち
に
、
人
生
で
最
も
大
切
な

も
の
に
つ
い
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
Ａ
Ｉ
と
付
き
合
っ

て
い
く
な
か
で
、
好
奇
心
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
美
へ
の
感
性
な
ど
の
人
間
ら
し

さ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

条
件
１
「
Ａ
Ｉ
よ
り
人
間
が
得
意
と
す
る
力
は
何
か
。
」
と「
人
間
は
、
今

後
Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
。
」
に
触
れ
な
が
ら
、

〈
人
生
で
大
切
な
こ
と
～
人
間
ら
し
さ
～
〉
に
つ
い
て
書
く
こ
と
。

条
件
２
【
資
料
２
】
の
言
葉
を
用
い
て
、
八
十
字
以
上
、
百
字
以
内
で
書

く
こ
と
。

答
え

例

Ａ
Ｉ
を
道
具
と
し
て
効
果
的
に
使
い
な
が
ら
、
人
間
の
得
意

と
す
る
想
像
力
や
創
造
性
を
働
か
せ
、
好
奇
心
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
美
へ
の
感
性
な
ど
を
生
か
し
人
間
で
し
か
で
き
な
い
も

の
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

令和４年度 ステップアップテストの結果・分析から
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課題 ○「知識及び技能」
漢字を書く「抱負」（同音異義語）（中２）
行書（点画の連続）（中２）
文節に分ける（中２）

○「思考力，判断力，表現力等」
複数の資料をもとに，要約して書く（中１）
必要な情報を読み取る（中１）
資料を適切に活用する（中１）
情報を整理して書く（中１）
自分の考えを書く（中１）
文章の構成を理解する（中２）
主題の一部を理解する（中２）
発言内容の趣旨を捉える（中２）
複数の資料を関連付けて読み取る（中２）

授業改善の例
・記述力を高めるために，自分の思いや考えを「書く」場面を増やす。

   ・文章を正確に読み取らせるために，問題提起の部分や重要な部分などを
 アンダーラインや丸で囲ませる。 「国語科における『令和４年度の重点』」より                                                   


